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今はただ 思い絶えなむ とばかりを 人づてならで 言うよしもがな 

                 

左京大夫道雅
さ き ょ う だ い ふ み ち ま さ

 

 

【現代訳】 

今となってはあなたへの想いをあきらめてしまおう、ということだけを、人づてに

ではなく（あなたに直接逢って）言いたいのだが 

 

 

作者の藤原道雅は内大臣
ないだいじん

藤藤原伊周
これちか

藤（儀同三司
ぎ ど う さ ん し

藤）の息子で、中関白藤

原道隆と高階貴子（儀同三司の母）の孫です。 

三条院の皇女である当子内親王
と う し な い し ん の う

藤は伊勢の斎宮
さ い ぐ う

藤で任を終えて京都に戻りま

した。その当子内親王は伊勢の斎宮で任を終えて京都に戻りました。その当

子内親王に道雅がひそかに通うようになり、そのことが三条院の耳にもはいり激

怒されます。任を終えたとは言え、神に仕える巫女の恋愛は許されるものでは

ありません。無理やり仲をさかれて別れさせられ、その時に作った歌がこの歌です。

道雅は敦明親王雑色長
あつあきらしんのうのぞうしきのおさ

藤を暴行し重傷を負わせる等の悪行が絶えませんでし

た。後に、法師隆範を使って花山院女王を殺した疑いもかけられています。こ

のようなことから「悪三位」とよばれていますが、道雅の生い立ちを考えると上手

くいかない人生への腹いせだったのかもしれませんね。 
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